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１．分科会の目的 

ICT を用いた在宅見守り支援を普及する方法として、「ひと」と「もの」を連携した「社会連携ユニ

ットの構築」を提言し、在宅見守り支援の確立と普及を目指す。 

 

２．令和 7（2025）年度活動実績と成果 

長年活動してきた分科会員が退会し、また、新型コロナウイルスの影響でしばらく活動ができてい

なかったが、新会員を加えて以下の活動を行った。 

１）第 29回日本遠隔医療学会学術大会で以下の演題を発表した。 

黒澤栄司，鈴木亮二．在宅高齢者に対する見守り機器導入に関するニーズ調査． 

２）JTTA Spring Conference 2026 で分科会セッションを企画した。 

座 長：鈴木 亮二 （在宅見守り支援分科会長、高崎健康福祉大学） 

1． ICT による在宅見守り 鈴木 亮二 （高崎健康福祉大学） 

2． 心不全の在宅看取り 萱橋 理宏 （NPO 遠隔医療推進ネットワーク） 

3． 在宅排泄ケアにおける ICT・AI 活用の可能性 排泄センサー「ヘルプパッド 2」の実装事例

から 宇井 吉美 （株式会社 aba） 

   宇井吉美様は非会員であるが、今後活動を一緒に行っていきたいと考え、招待演者とした。 

 

３．令和 8（2026）年度活動計画 

各自治体の介護テクノロジー定着支援事業の項目に、「見守り・コミュニケーション（在宅）」が含

まれ、また、福祉用具情報システム（TAIS）で見守りを検索した結果、392 件（2026 年 3月時点）の

見守り機器が登録されていることから、ICT による在宅見守りの重要性が増してきている。 

分科会員の世代交代もあり、今後の分科会活動について再検討していきたいと考えている。 

  



 


